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中
世
哲
学
研
究
事
始
め
⑴　
〜
ケ
ー
ベ
ル
の
「
西
洋
哲
学
史
」
〜

加
藤
和
哉

　

本
論
は
、
日
本
の
近
代
に
始
ま
っ
た
西
洋
哲
学
研
究
に
お
い
て
、
中
世
哲
学
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
事
情

を
詳
ら
か
に
す
る
歴
史
研
究
で
あ
る
。
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
哲
学
研
究
と
共
に
移
入
さ
れ
た
哲
学
史

0

0

0

理
解
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ

れ
が
明
治
期
の
西
洋
哲
学
研
究
、
な
か
で
も
そ
の
一
部
で
あ
る
中
世
哲
学
研
究
に
与
え
た
影
響
（
よ
り
明
確
に
言
え
ば
偏
向
）
と
、

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
中
世
哲
学
研
究
が
出
発
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
日
本
が
近
代
化
を
目
指
し
て
、
西
欧
の
学
問

に
学
び
、
こ
れ
を
移
入
し
た
十
九
世
紀
は
、
哲
学
に
お
い
て
は
「
哲
学
史
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
初
め
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
哲
学
史
講
義
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
学
説
史
や
哲
学
者
の
列
伝
で
は
な
く
、
哲
学
者
の
思
索
と
そ
こ
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
諸
学
説
を
、
人
間
理
性
の
自
己
展
開
な
い
し
発
展
の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
通
覧
的
か
つ
通
時
的
に
記
述
す
る

学
と
し
て
哲
学
史
を
規
定
し
て
以
降
、
数
多
く
の
哲
学
史
書
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
は
、
西
洋
哲
学
を
研
究
す
る
そ
の
当
初

か
ら
、
そ
れ
ら
の
哲
学
史
書
を
手
引
き
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
語
も
概
念
図
式
も
ま
っ
た
く
異
な

る
西
洋
哲
学
の
理
論
的
思
考
の
受
容
の
た
め
に
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
同
時
に
、
日
本
人
に
よ
る
哲
学
理
解
や
哲

学
研
究
の
方
向
性
を
強
く
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
時
代
の
西
洋
哲
学
史
理
解
が
、
日
本
の
中
世
哲
学
研
究
の
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始
ま
り
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
具
体
的
に
あ
と
づ
け
た
）
1
（

い
。

一
、
は
じ
め
に

　
「
中
古
哲
学
は
日
本
帝
国
大
学
に
於
て
は
従
来
全
く
閑
却
せ
ら
れ
た
り
し
が
今
日
も
猶
お
閑
却
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
な
り
」。

　　

こ
れ
は
、
今
か
ら
百
年
あ
ま
り
前
に
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
の
教
授
で
あ
っ
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
（R

apha-

el von K
oeber

一
八
四
八
―
一
九
二
三
）
が
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
出
版
し
た
そ
の
著
書
『
神
学
及
び
中
古
哲
学
研
究
の

必
要
）
2
（

』
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
中
古
哲
学
」
と
は
現
在
の
言
葉
で
言
え
ば
、
中
世
哲
学
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
ず
か
六
十
頁
ば
か
り
の
こ
の
小
冊
子
は
、
そ
の
序
文
に
よ
る
と
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
秋
冬
学
期
（
当
時
は
秋
冬
始
ま
り
）

に
行
う
予
定
の
講
義
の
題
目
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
原
文
は
英
文
で
あ
り
、
そ
れ
を
翻
訳
出
版
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
内
容
か
ら
見
て
、
講
義
全
体
の
原
稿
で
は
な
く
、
そ
の
序
論
に
あ
た
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

ケ
ー
ベ
ル
は
、
自
ら
も
身
を
置
く
東
京
帝
大
に
お
い
て
、
中
世
哲
学
の
研
究
が
従
来
ま
っ
た
く
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
今
も
な

お
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
の
哲
学
史
の

講
義
に
お
い
て
、
中
世
哲
学
に
全
く
触
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
十
分
な
時
間
を
充
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

（
こ
の
時
点
で
ケ
ー
ベ
ル
は
、
着
任
か
ら
十
六
年
に
な
る
。
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
哲
学
史
の
講
義
は
、
着
任
当
初
か
ら
担
当
し
て
い
た
）
3
（

）。

彼
自
身
、
中
世
哲
学
を
軽
視
す
る
ど
こ
ろ
か
、
近
代
哲
学
よ
り
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
り
上
げ
て
こ
な
か
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っ
た
理
由
と
し
て
、
ケ
ー
ベ
ル
は
二
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
学
生
た
ち
が
中
世
哲
学
の
問
題
に
嫌
悪
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
嫌
々
で
は
研
究
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
学
生
の
そ
う
い
う
態
度
を
見
る
と
、
教
師
も
意
欲
を
喪
失
す
る
と
付
け
加
え
て
い
）
4
（

る
。
彼
は
、
同
書
の
別
の
箇
所
で
、
ダ

ン
テ
の
『
神
曲
』
の
講
義
を
し
た
と
き
の
経
験
に
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
に
つ
い
て
講
義
す
る
の
は
、

中
世
の
神
秘
主
義
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
神
学
に
つ
い
て
講
義
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
高
度
な
教
理
神
学
に
も

触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
講
義
の
開
始
時
に
は
大
勢
の
学
生
が
い
た
の
に
、「
地
獄
」
篇
の
講
義
を
始
め
た
ら
、
受
講
者
は
わ
ず
か
数

名
に
な
り
、「
煉
獄
」
篇
に
入
っ
た
ら
教
室
は
空
に
な
っ
て
、
だ
れ
も
「
天
国
」
を
味
わ
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
）
5
（

う
。
そ
れ
く

ら
い
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
を
持
つ
学
生
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
中
世
哲
学
は
キ
リ
ス
ト
教
と
徹
頭

徹
尾
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
解
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
知
識
が
不
可
欠
だ
が
、
学
生
の
大
部
分
は
キ
リ
ス
ト
教
の
初

歩
す
ら
も
全
く
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
）
6
（

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
最
近
よ
う
や
く
、
学
生
た
ち
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
偏
見
が
少
な
く
な
り
、
関
心
や
知
識
も

増
加
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
中
世
哲
学
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
偏
見
を
全
く
取
り
去
り
た
い
と
考
え
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
が
示
そ
う
と
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
が
、
お
よ
そ
西
洋
の
歴
史
、
哲
学
、
文
学
、
芸
術

な
ど
の
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
必
須
の
素
養
で
あ
る
こ
と
で
あ
）
7
（

る
。

　

ま
ず
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
ケ
ー
ベ
ル
が
述
べ
て
い
る
、
当
時
の
東
京
帝
大
哲
学
科
の
学
生
た
ち
を
支
配
し
て
い
た
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
嫌
悪
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
空
気
の
正
体
で
あ
る
。
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二
、「
初
め
て
の
哲
学
史
」

　

ケ
ー
ベ
ル
が
来
日
し
た
の
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
幕
府
に
よ
る
長
い
禁
教
政
策
の
後
、
開

国
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
が
始
ま
っ
て
か
ら
約
三
十
年
余
り
経
っ
て
い
た
。
当
初
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
を
解
く
つ
も
り
が
な

く
、
発
見
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害
な
ど
も
行
っ
た
明
治
政
府
が
、
諸
外
国
の
反
発
を
踏
ま
え
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
高
札
を
取

り
下
げ
た
の
が
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
、
一
般
的
に
耶
蘇
嫌
い
、
キ
リ
ス
ト
教
嫌
い
が
い
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
一
方
で
西
洋
に
な
ら
っ
た
近
代
化
を
志
向
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
新
し
い
知
識
を
求
め
る
青
年
た
ち
を
中

心
に
キ
リ
ス
ト
教
が
受
け
い
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
横
浜
バ
ン
ド
、
札
幌
バ
ン
ド
、
熊
本
バ
ン
ド
な
ど
と
呼
ば
れ
る

キ
リ
ス
ト
者
た
ち
が
、
言
論
界
を
賑
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
東
京
帝
大
の
哲
学
科
の
学
生
た
ち
を
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的

な
空
気
が
支
配
し
て
い
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
が
西
洋
の
学
問
を
取
り
入
れ
る
際
、
こ
れ
と
密
接
に
関
わ
り
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
は
当
初
か
ら
問
題

視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
幕
府
の
蕃
書
調
所
に
身
を
置
い
て
い
た
西
周
は
、
幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
す
る
際
、

国
禁
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
と
は
異
な
る
学
問
と
し
て
、
哲
学
を
学
び
た
い
と
い
う
希
望
を
、
受
け
入
れ
先
の
ラ
イ
デ
ン
大
学

教
授
ホ
フ
マ
ン
に
伝
え
た
と
い
）
8
（
う
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
熊
本
洋
学
校
（
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
開
校
）
や
札
幌
農
学
校

（
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
開
校
）
な
ど
、
西
洋
の
実
学
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
が
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト

者
を
生
ん
だ
と
い
う
「
失
敗
」
も
あ
っ
た
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
開
学
し
た
東
京
大
学
（
の
ち
の
東
京
帝
国
大
学
）
に
日
本
最
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初
の
哲
学
科
が
設
け
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
警
戒
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
）
9
（

う
。
実
質
的
に
、
東

京
帝
大
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
教
授
と
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
紹
介
し
た
の
も
、
無
神

論
的
立
場
か
ら
進
化
論
を
教
え
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
で
あ
っ
）
10
（

た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
ゆ
え
に
、
井

上
円
了
や
清
沢
満
之
ら
の
支
持
を
受
け
、
ま
た
彼
の
お
か
げ
で
、
東
京
大
学
で
は
、
札
幌
農
学
校
と
は
異
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
進

入
が
押
さ
え
ら
れ
た
と
評
さ
れ
た
と
い
）
11
（

う
。

　

し
か
し
、
中
世
哲
学
研
究
の
始
ま
り
に
関
心
を
持
つ
私
は
、
そ
の
学
問
上
の
影
響
に
着
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ど

の
よ
う
な
哲
学
史
を
教
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
研
究
室
で
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
一

八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
来
日
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
哲
学
史
の
講
義
に
あ
た
っ
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
簡
約
哲
学
史
』 

（
一
八
四
八
年
）
12
（

）
の
英
訳
、
ル
イ
ス
の
『
列
伝
的
哲
学
史
』（
一
八
五
二
年
）
13
（

）、
ボ
ウ
エ
ン
の
『
近
代
哲
学
史
』（
一
八
七
七
年
）
14
（

）
を
教
科

書
と
し
て
用
い
た
と
い
）
15
（

う
。
私
見
で
は
、
ケ
ー
ベ
ル
が
当
初
直
面
し
た
中
世
哲
学
へ
の
嫌
悪
は
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
史
の
枠
組
み
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
簡
約
哲
学
史
』（G

eschichte der Philosophie im
 U

m
riß

）
は
、
一
八
四
八
年
に
、
当
時
二
十
九
歳
の
著

者
が
出
し
た
哲
学
通
史
で
あ
る
。
以
後
五
十
年
間
で
十
五
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
英
語
な
ど
各
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ

た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
用
い
た
の
も
そ
の
英
訳
で
あ
る
と
さ
れ
）
16
（

る
。
戦
後
の
一
九
五
〇
年
に
も
第
十
七
版
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
哲
学
史
の
古
典
的
名
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
が
提
示
す
る
西
洋
哲
学
史
の
枠
組
み
に
は
、
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

そ
の
中
心
的
な
も
の
が
中
世
哲
学
史
の
扱
い
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
は
、
哲
学
史
の
区
分
に
つ
い
て
述
べ
る
に
あ
た
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
に
お
い
て
、
タ
レ
ス
以
前
の
神
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話
的
宇
宙
論
を
省
略
す
る
の
と
「
同
様
の
理
由
で
、
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
中
世
あ
る
い
は
ス
コ
ラ
学
の
歴
史
も
省
略
す
る
。
そ

れ
は
、
哲
学
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
一
つ
の
実
定
宗
教
の
諸
前
提
の
範
囲
内
に
お
い
て
哲
学
す
る
こ
と
、
な
い
し
省
察
す
る
こ
と

で
あ
り
、
本
質
的
に
は
神
学
な
の
で
あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
史
の
学
問
に
属
す
る
の
で
あ
る
）
17
（

」
と
し
、
そ
こ
か
ら
、
哲
学
史

の
内
容
は
、
古
代
（
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
）
哲
学
と
近
代
哲
学
に
「
二
分
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
完
全
に
省
略
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
ち
お
う
「
キ
リ
ス
ト
教
と
ス
コ
ラ
哲
学
」
に
一
節
（
第
二
二
節
）
が
あ
て
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
わ

ず
か
三
頁
で
「
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
」「
ス
コ
ラ
学
」「
実
念
論
と
唯
名
論
」
の
三
つ
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
進
化
論
や
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
哲
学
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
ル
イ
ス
の
場
合
は
熾
烈
で
あ
る
。
彼
は
述

べ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
は
不
合
理
な
誤
称
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
キ
リ

ス
ト
教
哲
学
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
言
語
の
濫
用
で
あ
る
」。
あ
る
い
は
「
宗
教
的
哲
学
、
そ
れ
は
用
語
上
の
矛
盾
で
あ
る
」
と

さ
れ
）
18
（

る
。
ル
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
と
称
す
る
も
の
は
、
啓
示
に
基
づ
い
て
形
而
上
学
的
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
で
答
え
を
出
す
の
は
、
信
仰
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
教
理
の
説
明
や
適
用
に
あ
た
っ
て
、
哲
学
を
援
用
す
る
と
し
て
も
、

宗
教
は
宗
教
、
哲
学
は
哲
学
で
あ
り
、
別
々
な
の
で
あ
る
。
ル
イ
ス
の
哲
学
史
は
、
第
一
部
で
は
、
タ
レ
ス
に
始
ま
り
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
以
前
の
哲
学
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
進
ん
で
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
哲
学
を
通
っ
て
、
新

プ
ラ
ト
ン
派
で
終
り
、
第
二
部
は
、
ベ
ー
コ
ン
か
ら
始
ま
っ
て
コ
ン
ト
で
終
わ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
こ
の
哲
学
史
は
、
哲
学
の
進
歩

の
み
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
厳
密
に
は

宗
教
史
に
属
す
る
主
題
だ
か
ら
で
あ
る
）
19
（

。」
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フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
は
、
こ
れ
ら
を
教
科
書
に
し
つ
つ
、
デ
カ
ル
ト
以
降
の
近
代
哲
学
史
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
）
20
（

る
。
そ

の
中
で
、
近
代
以
前
の
哲
学
に
ど
れ
ほ
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
哲
学
史
の
講
義
を
初
め
て
聞
い
た

日
本
人
学
生
た
ち
が
そ
れ
を
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
得
た
か
も
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
等
の
前
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
特
に

中
世
哲
学
と
い
う
観
点
で
は
、
偏
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

実
際
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
哲
学
の
講
義
に
よ
っ
て
西
洋
哲
学
に
導
か
れ
た
井
上
哲
次
郎
ら
第
一
世
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
哲
学
、
哲
学
史

の
著
作
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
中
世
哲
学
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
や
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
否
定
的
な
見
方

を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
っ
て
良
い
。

　

た
と
え
ば
、
井
上
哲
次
郎
の
『
西
洋
哲
学
講
義
』（
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
）
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
、
ル
イ
ス
、
ユ
ー
ベ

ル
ヴ
ェ
ー
）
21
（

ク
ら
の
哲
学
史
に
依
拠
し
て
西
洋
哲
学
の
概
略
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
（
巻
之
一
「
緒
言
」）。
西
洋
哲
学
史
は
、
㈠
ソ
ク

ラ
テ
ス
以
前
、
㈡
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
プ
ラ
ト
ン
ま
で
、
㈢
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
、
㈣
中
世
哲
学
、
㈤
近
世
哲
学

の
五
期
に
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
中
世
哲
学
は
「
真
誠
の
哲
学
」
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
思
弁
の
一
種
で
あ
る
が

故
に
含
め
ら
れ
る
と
し
て
い
）
22
（

る
。
た
だ
し
、
井
上
が
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
講

義
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
井
上
は
、
中
世
哲
学
ま
で
の
部
分
を
記
し
、
三

宅
雄
二
郎
に
託
し
、
残
り
は
い
ず
れ
改
め
て
自
ら
講
ず
る
と
し
て
い
る
が
（
巻
之
四
末
尾
参
照
）、
実
際
に
は
、
三
宅
も
支
障
が
あ
っ

て
こ
れ
を
引
き
受
け
ず
（
巻
之
五
凡
例
参
照
）、
同
書
の
第
五
巻
と
第
六
巻
は
、
代
わ
っ
て
担
当
し
た
有
賀
長
雄
の
講
述
に
な
る
（
有

賀
の
講
義
が
、
井
上
が
お
そ
ら
く
は
託
し
た
と
思
わ
れ
る
講
義
ノ
ー
ト
に
ど
こ
ま
で
依
拠
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
）。

　

そ
の
第
六
巻
で
は
、「
煩
瑣
哲
学
」（Scholasticism

の
訳
）
23
（

語
）
の
表
題
の
も
と
、
九
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
の
哲
学
の
概
略
が
述
べ
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ら
れ
て
お
り
、
日
本
語
に
よ
る
中
世
哲
学
の
具
体
的
な
記
述
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
有
賀
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ラ
哲
学
は
、

キ
リ
ス
ト
教
す
な
わ
ち
信
仰
と
、
道
理
す
な
わ
ち
思
想
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
故
に
純
粋
の
哲
学
に
非
ず
、

又
純
粋
の
宗
旨
に
非
ざ
る
な
り
」
と
さ
れ
）
24
（

る
。
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
が
懐
疑
論
に
陥
っ
て
、
道
理
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
だ
と
こ
ろ

に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
興
り
、
世
の
人
々
が
こ
れ
に
な
び
い
て
、「
信
仰
の
世
」
と
な
っ
た
。
政
治
に
お
い
て
も
社
会
に
お
い
て
も
、

聖
書
が
唯
一
の
法
的
な
規
範
と
な
り
、
以
後
六
百
年
に
わ
た
っ
て
、
誰
一
人
、
思
想
に
よ
っ
て
宗
教
の
真
偽
を
論
じ
る
者
は
い
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
が
教
会
に
学
校
を
設
け
て
、
思
想
に
よ
っ
て
、
教
義
の
信
ず
べ
き
理
由
を
理
解
さ

せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ス
コ
ラ
哲
学
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
、
有
賀
は
ル
イ
ス
や
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ̶

に
言
及
し
つ

つ
、
ス
コ
ラ
哲
学
の
最
初
の
数
百
年
は
、
思
想
に
お
い
て
信
仰
の
上
に
立
と
う
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
信
仰
の
下
に
立
っ
て
、

こ
れ
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ス
コ
ラ
哲
学
と
は
、「
神
学
上
の
教
義
の
隷
僕
」
と
な
っ
た
哲
学
を
言
う
も
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

　

比
較
的
詳
細
に
扱
わ
れ
る
の
は
、
ス
コ
ト
ゥ
ス
・
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
神
論
、「
実
体
論
」（
実
念
論
）「
名
目
論
」

（
唯
名
論
）「
概
念
論
」
に
区
分
さ
れ
る
普
遍
論
争
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
よ
る
弁
証
的
な
神
の
存
在
証
明
と
贖
罪
論

で
あ
）
25
（

る
。
そ
し
て
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
ス
コ
ラ
哲
学
の
弁
論
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
推
論
の
体

裁
は
極
め
て
精
緻
だ
が
、
形
式
に
過
大
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
不
合
理
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
論
評
し
て
い
）
26
（

る
。
そ
の
後
十
二
世
紀

に
至
っ
て
、
ア
ラ
ビ
ア
経
由
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
が
移
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
ス
コ
ラ
哲
学
の
議
論
は
一
層
精
緻
化
し
、
ア
ル
ベ

ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
ら
に
よ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
注
解
が
な
さ
れ

る
と
と
も
に
、
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
完
全
な
結
合
が
達
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
学
説
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
説
明
は
し
て



217

中世哲学研究事始め⑴　～ケーベルの「西洋哲学史」～

い
な
い
。
最
終
的
に
は
、
西
洋
の
宗
教
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
に
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
述
べ
な
い
と

し
て
、
論
述
を
終
え
て
い
）
27
（

る
。

　

同
じ
く
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
学
び
、
仏
教
の
立
場
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
批
判
も
行
っ
て
い
る
井
上
円
了
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
彼
の
哲
学

史
の
中
に
中
世
哲
学
自
体
が
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
刊
行
の
『
哲
学
要
領
）
28
（

』
で
示
さ
れ
る
哲
学

史
の
区
分
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

哲
学

東
洋
哲
学

シ
ナ
哲
学

イ
ン
ド
哲
学

古
代
哲
学
（
ギ
リ
シ
ア
哲
学
）

近
世
哲
学

大
陸
哲
学

ド
イ
ツ
哲
学

フ
ラ
ン
ス
哲
学

イ
ギ
リ
ス
哲
学

西
洋
哲
学

⎩｜⎨｜⎧

⎩｜⎨｜⎧⎩｜⎨｜⎧

⎩｜⎨｜⎧

⎩｜⎨｜⎧

　

井
上
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
が
最
も
栄
え
た
の
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
降
、
諸
学
問
は
衰

え
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
哲
学
は
宗
教
と
混
同
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
中
世
に
お
い
て
、
封
建
制
度
が
人
知
を
押
さ

え
つ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
が
人
心
を
縛
り
つ
け
た
た
め
に
、
文
化
の
伸
張
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
と
も
嘆
か
わ
し
い
と
述
べ
て

い
）
29
（

る
。

　

さ
ら
に
三
宅
雄
二
郎
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
著
し
た
哲
学
概
論
書
『
哲
学
涓け
ん
て
き滴

』
）
30
（

で
、
主
と
し
て
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
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ー
と
ク
ー
ノ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、「
中
世
哲
学
は
哲
学
を
以
て
宗
教
の
附
属
」
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
哲
学
が
宗
教
の
束
縛
を
離
れ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
近
世
哲
学
が
誕
生
し
た
と
述
べ
て
い
）
31
（

る
。

　

東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
率
い
た
井
上
哲
次
郎
、
哲
学
館
（
の
ち
の
東
洋
大
学
）
を
設
立
し
た
井
上
円
了
、
東
京
専
門
学
校
（
の

ち
の
早
稲
田
大
学
）
や
哲
学
館
で
教
え
た
三
宅
雄
二
郎
の
い
ず
れ
も
が
こ
ぞ
っ
て
、
中
世
哲
学
を
真
正
の
哲
学
と
は
み
な
さ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
明
治
時
代
の
哲
学
研
究
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、

こ
う
し
た
哲
学
史
上
の
見
方
は
、
明
治
の
思
想
界
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
「
文
化
闘
争
」
の
一
部
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

　

中
で
も
、
井
上
哲
次
郎
は
、
明
治
後
期
に
お
け
る
反
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
に
起
き
た
い
わ
ゆ
る
内
村
鑑
三
の
「
不
敬
事
件
）
32
（

」
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
翌
年
、
日
本
の
「
国
体
」
及
び
そ
れ
を
体
現
す
る
教
育

勅
語
の
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
を
問
わ
れ
た
井
上
が
、
両
者
は
相
い
れ
な
い
と
の
論
評
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
反
論
す

る
キ
リ
ス
ト
教
側
と
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
撃
す
る
仏
教
側
な
ど
が
加
わ
っ
て
、「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
が
起
こ
り
、
論
壇
を

賑
わ
せ
）
33
（

た
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
は
、
井
上
自
身
も
、
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
多
く
の
反
論
へ
の
反
駁
と
し
て
、『
教
育
と

宗
教
の
衝
突
）
34
（

』
と
題
す
る
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
井
上
の
社
会
論
、
道
徳
論
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
が
、
当
時
の
学
問
的
な

キ
リ
ス
ト
教
理
解
や
中
世
哲
学
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
詳
述
す
る
こ
と
は
、
こ
の
小
論
の
企
図
を
超
え
る
が
、
同

時
期
の
『
哲
学
雑
誌
』
に
幾
つ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
駁
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
）
35
（
い
。

　
　

少
し
後
の
世
代
で
は
あ
る
が
、
同
志
社
出
身
の
キ
リ
ス
ト
者
で
、
帝
大
哲
学
科
で
学
び
、「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
で
も
反
井
上
の
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論
陣
を
張
っ
た
大
西
祝
が
、
中
世
哲
学
は
哲
学
で
は
な
い
と
い
う
論
調
に
さ
さ
や
か
な
反
撃
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
大
西
が

東
京
大
学
哲
学
科
に
入
学
し
た
の
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
九
月
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
そ
の
翌
年
夏
に
は
退
任
し
、
一
八

八
七
（
明
治
二
〇
）
年
一
月
に
は
、
ド
イ
ツ
の
若
い
哲
学
者
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ブ
ッ
セ
が
着
任
し
、
そ
れ
ま
で
翻
訳
を
通
し
て
し
か
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
哲
学
を
本
格
的
に
講
じ
）
36
（
た
。
ブ
ッ
セ
は
、
哲
学
に
お
け
る
哲
学
史
研
究
の
重
要
性
を
説
き
、
大
西
も
そ
の
影
響
を
受

け
た
と
言
わ
れ
て
い
）
37
（

る
。

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
出
版
さ
れ
た
著
書
『
西
洋
哲
学
史
）
38
（

』
の
中
で
、
大
西
は
、
中
世
哲
学
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
学
問
的
遺

産
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
本
思
想
は
哲
学
上
特
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、
中
世
に
お

い
て
、
哲
学
は
宗
教
の
「
婢
僕
」
で
あ
っ
て
、
独
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
正
し
く
は
哲
学
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見

方
に
は
反
論
す
る
。
歴
史
的
に
見
て
、
そ
れ
を
一
種
の
哲
学
思
想
と
い
う
こ
と
は
少
し
も
不
適
切
で
は
な
い
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
変
遷

を
述
べ
る
に
は
、
中
世
思
想
を
飛
び
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
根
本
思
想
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
か
ら
来
て
い
る
と
は
い
え
、
キ
リ

ス
ト
教
思
想
と
和
合
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま
た
、
当
時
に
お
け
る
新
し
い
問
題
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
従
来
の
哲
学

に
は
な
か
っ
た
新
し
い
「
趣
」
が
生
じ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
）
39
（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
ん
だ
大
西
が
、
大
学
院
修
了
論
文
を
執
筆
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
提
出
せ
ず
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
年
に
帝
大
を
辞
め
て
、
東
京
専
門
学
校
（
現
：
早
稲
田
大
学
）
に
移
っ
た
の
も
、

そ
の
前
年
に
留
学
か
ら
帰
国
し
、
哲
学
科
教
授
に
就
任
し
た
井
上
哲
次
郎
と
の
折
り
合
い
が
悪
か
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
折
り
合

い
」
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
態
度
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
）
40
（
い
。
大
西
が
東
京
専
門
学
校
に
移
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
内

村
の
不
敬
事
件
の
起
こ
っ
た
年
な
の
で
あ
る
。
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三
、
ケ
ー
ベ
ル
の
「
哲
学
史
」

　

ケ
ー
ベ
ル
が
帝
大
に
着
任
し
た
の
は
、「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
が
論
壇
を
賑
わ
せ
て
い
た
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
を
解
さ
な
か
っ
た
ケ
ー
ベ
ル
が
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
論
争
や
そ
の
中
で
の
井
上
哲
次
郎
の
位
置
を
直
ち
に

認
識
し
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、「
学
生
が
一
般
に
此
問
題
を
嫌
厭
せ
る
を
発
見
せ
り
」（
注
4
参
照
）
と
い
う
こ
と
を
ケ
ー
ベ

ル
に
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
空
気
が
教
室
に
た
だ
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
学
生
の
空
気
が
、
ケ
ー
ベ
ル

に
「
麻
痺
」
以
外
の
ど
の
よ
う
な
感
慨
を
与
え
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
冒
頭
の
冊
子
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ケ
ー
ベ
ル

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
些
末
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、
ケ
ー
ベ
ル
自
身
の
哲
学
史
の
見
方
に
関
わ
る
問

題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
に
述
べ
た
い
。

　

一
般
に
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
幅
広
い
教
養
と
人
格
の
故
に
多
く
の
人
々
に
与
え
た
影
響
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。

彼
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
（『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』
な
ど
）
が
愛
読
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、

そ
れ
が
結
局
、
日
本
人
が
ケ
ー
ベ
ル
に
お
い
て
理
解
し
、
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
受
け
取
っ
た
最
大
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
は
ケ
ー
ベ
ル
そ
の
人
に
と
っ
て
は
、
不
本
意
と
も
言
う
べ
き
理
解
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
無
理
解
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
確
か
に
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
西
洋
哲
学
研
究
の
端
緒
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
意
義
は
十
分
に
計
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
ケ
ー
ベ
ル
の
与
え
た
学
問
的
感
化
に
つ
い
て
は
、
哲
学
研
究
に
お
い
て
、
古
典
語
も
含
め
た
言
語
習
得
を
求
め
、
原
典
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主
義
の
文
献
学
的
読
解
を
導
入
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
）
41
（

た
。
来
日
の
翌
年
、
最
初
に
行
っ
た
本
格
的
な
西
洋
哲
学
史
の
講

義
の
序
論
で
、
ケ
ー
ベ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
先
の
入
）
42
（

門
で
は
、
西
洋
哲
学
の
全
体
と
基
本
的
諸
問
題
の
注
解
を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
哲
学
用
語
を
説
明
し
た
。
諸

君
は
、
そ
こ
で
得
た
知
識
に
よ
っ
て
、
哲
学
を
詳
細
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
諸
君

は
哲
学
説
の
注
解
だ
け
を
読
め
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
必
要
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
全
く

不
十
分
な
の
だ
。
諸
君
は
、
原
典
そ
の
も
の
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
言
語
が
障
害
に
な
る
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
困
難
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ま
だ
そ
れ
を
習
得
し
な
い
内
は
、
翻
訳
を
読

み
、
そ
れ
を
良
い
注
解
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
も
、
鉛
筆
を
手
に
持
っ
て
、
抜
粋
と
自
分
自
身
の
注
釈
を
作
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
。

　

N
on m

ulta sed m
ultum

『
た
く
さ
ん
で
は
な
く
、
深
く
』、
こ
れ
が
、
諸
君
が
学
ぶ
と
き
の
座
右
の
銘
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
ど
の
学
問
に
お
い
て
も
そ
う
あ
る
べ
き
だ
が
、
特
に
哲
学
、
多
で
は
な
く
、
た
だ
一
つ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
真

理
と
、
唯
一
の
道
具
、
す
な
わ
ち
純
粋
で
無
私
の
省
察
を
有
す
る
哲
学
に
お
い
て
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
暗
記
は
人
を

博
識
に
す
る
。
省
察
は
│
│
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
良
い
理
念
的
構
想
力
は
│
│
人
を
哲
学
者
に
す
る
。
暗
記
で
省
察
を
埋
め
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
日
本
人
が
、
完
璧
な
記
憶
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
非
常
に

有
用
で
望
ま
し
い
性
質
で
あ
り
、
諸
君
は
、
そ
れ
を
陶
冶
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
哲
学

的
推
論
と
、
学
ぶ
忍
耐
力
を
陶
冶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
性
質
が
一
緒
に
な
れ
ば
、
諸
君
は
哲
学
的
研
究
に
お
い
て
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良
い
成
果
に
到
達
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
思
う
）
43
（

。」（
引
用
者
訳
）

　　

だ
が
、
ケ
ー
ベ
ル
の
貢
献
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
哲
学
研
究
、
哲
学
教
育
に
お
け
る
ケ
ー
ベ
ル
の

最
大
の
貢
献
は
、
哲
学
史
、
特
に
、
中
世
哲
学
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
の
端
緒
を
与
え
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
（
そ
れ
は
ほ
と

ん
ど
見
過
ご
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）。
中
世
哲
学
に
、
近
代
哲
学
よ
り
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
始
め
に

紹
介
し
た
ケ
ー
ベ
ル
の
言
葉
は
、
決
し
て
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ベ
ル
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
、
前
記
の
も
の
と
合
わ
せ
て
、
少
な
く
と
も
三
種
類
の
哲
学
史
の
講
義
録
が
残
っ
て
い

る
（
東
京
大
学
図
書
館
所
蔵
）
44
（

）。

　

①　

Lectures on H
istory of Philosophy, 2 vols., T

okyo, 1894. 

（
前
掲
）

②　

Lectures on H
istory of Philosophy, 2 vols., T

okyo, 1896, 1899.

③　

Lectures on H
istory of Philosophy, 2 vols., T

okyo, 1901, 1903.

　　

こ
の
う
ち
、
前
掲
の
序
文
が
掲
げ
ら
れ
る
①
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
始
ま
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・
宗
教
改
革
ま
で
の
哲
学
史
を
扱
う
も
の

で
あ
る
。
そ
の
序
文
か
ら
も
、
こ
の
講
義
は
お
そ
ら
く
、
着
任
直
後
の
「
哲
学
入
門
」
の
講
義
で
、
学
生
た
ち
が
哲
学
史
全
般
に
つ

い
て
あ
ま
り
に
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
着
手
さ
れ
た
講
義
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
た

②
③
の
冒
頭
で
は
、
①
の
序
文
の
よ
う
なad hom

inem

あ
る
い
はad hoc
な
序
文
は
消
え
、
哲
学
史
の
概
念
の
概
説
か
ら
説
き
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起
こ
し
、
イ
オ
ニ
ア
哲
学
か
ら
始
ま
る
ギ
リ
シ
ア
哲
学
全
般
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
講
義
を
、
そ
れ
ま
で
の
教
師
た
ち
の
よ
う
に
、
外
国
の
哲
学
史
の
教
科
書
に
依
拠
し

な
が
ら
行
っ
た
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
哲
学
史
講
義
は
、
ケ
ー
ベ
ル
の
ノ
ー
ト
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ケ
ー
ベ
ル
が
、
来
日
以
前
に
手
が
け
た
二
つ
の
哲
学
史
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
一
つ
は
、
彼
が

増
補
改
訂
を
行
っ
た
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
簡
約
哲
学
史
』
の
第
十
四
版
（
一
八
八
七
年
）
45
（

）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ケ
ー
ベ
ル

が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
時
代
に
書
い
た
教
科
書
『
復
習
哲
学
史
』（Repetitorum

 der G
eschichte der Philosophie

）（
一
八
九
〇
年
）
46
（

）
で
あ
る
。

実
は
、
上
記
の
英
文
講
義
録
の
原
稿
は
、
こ
れ
ら
ド
イ
ツ
語
の
テ
ク
ス
ト
の
（
お
そ
ら
く
ケ
ー
ベ
ル
自
身
に
よ
る
）
簡
略
な
翻
訳
と
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ベ
ル
が
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史
に
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ハ
ル
ト
マ
ン
の
章
を
加
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
一
八
八
二
年
の
第
十
一
）
47
（

版
で
、
巻
末
に
付
加
さ
れ
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
一
節
を
書
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
八
八
一
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
ク
ー
ノ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
も
と
で
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
）
48
（

論
で
学
位
を
取
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
論
文
が
ハ
ル
ト
マ
ン
の
目
に
と
ま
っ
た
こ
と
で
交
友
が
始
ま
り
、『
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲

学
体
系
）
49
（

』
を
著
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
八
八
七
年
の
第
十
四
版
で
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
章
を
付
け
加
え
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
第
十
四
版
で
、
ケ
ー
ベ
ル
が
中
世
哲
学
に
つ
い
て
大
幅
な
増
補
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

実
は
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
こ
の
第
十
四
版
と
続
く
第
十
五
版
で
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史
を
あ
る
意
味
で
は
根
幹
か
ら
書
き
換

え
る
よ
う
な
増
補
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
十
四
版
で
は
、
目
立
た
な
い
形
で
、
そ
し
て
第
十
五
版
で
は
は
っ
き
り
と
明
確
に
）。
す

な
わ
ち
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
数
十
頁
に
も
わ
た
る
中
世
哲
学
史
を
付
加
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
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ー
の
中
世
哲
学
に
関
す
る
記
述
は
、
わ
ず
か
数
頁
の
簡
略
な
も
の
で
あ
っ
た
の
対
し
て
、
こ
の
い
わ
ば
「
ケ
ー
ベ
ル
版
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

グ
ラ
ー
」
で
は
、
中
世
哲
学
の
「
概
観
」
に
続
い
て
、「
教
父
哲
学
」（「
ニ
ケ
ア
公
会
議
以
前
」「
ニ
ケ
ア
公
会
議
以
後
」
の
二
節
）、「
ス

コ
ラ
哲
学
」（「
概
観
」「
ス
コ
ラ
学
の
成
立
」「
ス
コ
ラ
学
の
盛
期
」「
ス
コ
ラ
学
の
衰
退
」「
近
代
哲
学
へ
の
移
行
」
の
五
節
）
の
両
方
に
つ

い
て
、
通
史
的
に
各
哲
学
者
の
所
説
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
中
世
哲
学
に
つ
い
て
の
記
述
も
、
そ
の
ま
ま

用
い
ら
れ
、
一
部
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
）。
た
だ
し
、
第
十
四
版
で
は
、
目
次
に
は
手
を
加
え
ず
、
記
述
を
増
補
し
て
い
る
た
め
、

頁
数
だ
け
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
先
に
も
見
た
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史
観
か
ら
す
る
と
不
適
切
と
も
言
う
べ
き
増
補
で
あ
る
。
実
際
、
ケ
ー

ベ
ル
は
、
た
だ
中
世
哲
学
史
の
部
分
を
書
き
加
え
た
だ
け
で
な
く
、
問
題
の
哲
学
史
の
「
区
分
」
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
手
を
加
え
、

中
世
哲
学
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
（「
同
様
の
理
由
で
、
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
中
世
あ
る
い
は
ス
コ
ラ
学
の
歴
史
も
省
略
す
る
。

…
…
キ
リ
ス
ト
教
教
理
史
の
学
問
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
」）
を
削
除
し
、
哲
学
史
を
「
古
代
（
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
）
哲
学
、
中
世
哲
学
、

近
代
哲
学
」
の
「
三
つ
に
区
分
す
る
」
と
書
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
著
作
の
増
補
改
訂
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
の
哲
学
史
観
そ
の
も
の
の
改
訂
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ベ
ル
が
そ
の
よ
う
な
大
胆
と
も
言
え
る
改
訂
を
行
っ
た
理
由
を
示
唆
す
る
の
が
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
第
十
四
版
の
三
年

後
の
一
八
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ケ
ー
ベ
ル
の
も
う
一
つ
の
哲
学
史
テ
ク
ス
ト
『
復
習
哲
学
史
』
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
そ
の

序
文
で
、
ケ
ー
ベ
ル
は
「
こ
の
著
作
に
欠
け
て
い
る
中
世
、
な
ら
び
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲
学
に
つ
い
て
は
、

私
が
、
校
訂
・
増
補
を
行
っ
た
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
哲
学
史
教
科
書
』
の
第
十
四
版
を
参
照
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
。
実
際
、
中
世
哲
学
史
に
当
た
る
箇
所
は
、
省
略
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
、
概
要
を
示
す
図
解
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
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あ
る
。
こ
の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
『
復
習
哲
学
史
』
の
構
想
、
及
び
原
稿
が
あ
り
、
そ
れ
を
シ
ュ
ヴ

ェ
ー
グ
ラ
ー
の
『
簡
約
哲
学
史
』
に
回
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
増
補
が
先
で
あ
り
、
そ
れ
を
『
復
習
哲
学

史
』
の
一
部
と
し
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
）
50
（

い
。

　

続
く
一
八
九
一
年
の
第
十
五
）
51
（

版
で
は
、
ケ
ー
ベ
ル
は
さ
ら
に
大
胆
な
改
稿
を
行
う
。
も
と
も
と
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
哲
学
史

は
、
通
史
的
に
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
明
確
な
時
代
区
分
や
全
体
像Synopsis

は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ケ
ー
ベ
ル
は
、

こ
れ
に
明
確
な
構
成
を
与
え
て
、
小
見
出
し
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
近
世
哲
学
の
一
部
は
順
序
な
ど
も
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
哲
学
史
の
構
成
は
、
基
本
的
に
第
十
五
版
の
前
年
に
出
版
さ
れ
た
自
ら
の
『
復
習
哲
学
史
』

に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
大
胆
な
、
し
か
も
原
著
者
の
意
図
を
超
え
る
よ
う
な
増
補
改
訂
は
、
そ
の
後
の
校
訂
で
は
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
ら
ず
、
第
十
六
）
52
（

版
で
は
、
ケ
ー
ベ
ル
の
増
補
し
た
中
世
哲
学
史
は
削
除
さ
れ
、
以
前
の
も
の
に
も
ど
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
）
53
（

る
。
ま

た
、
昭
和
十
三
年
の
岩
波
文
庫
版
の
邦
訳
を
通
し
て
、
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
レ
ク
ラ
ム
）
54
（

版
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
中
世
哲
学
に
つ
い
て
は
、
原
著
と
「
ケ
ー
ベ
ル
版
」
と
の
い
わ
ば
中
庸
を
行
く
よ
う
な
簡
単
な
増
補
を
行
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
）
55
（

る
。

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
第
十
四
版
、
ケ
ー
ベ
ル
の
『
復
習
哲
学
史
』、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
第
十
五
版
の
三
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
成
立

と
そ
の
内
容
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
ほ
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
来
日
し
た
ケ
ー
ベ
ル
の
手
元
に
は
、
彼
自

身
の
手
に
な
る
古
代
哲
学
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
「
西
洋
哲
学
史
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
先
に
も
見
た
よ
う

に
、
東
京
帝
大
に
お
い
て
、
英
語
で
行
わ
れ
た
哲
学
史
の
講
義
の
原
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、『
復
習
哲
学
史
』
と
「
ケ
ー



226

ベ
ル
版
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
」（
第
十
四
版
及
び
第
十
五
版
）
か
ら
復
元
さ
れ
る
西
洋
哲
学
史
の
目
次
は
、
英
語
版
の
哲
学
史
の
そ
れ

と
基
本
的
に
合
致
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
最
初
の
講
義
録
は
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
始
ま
り
、
中
世
（
ル
ネ
サ
ン
ス
・
宗
教
改
革
）
で

終
わ
る
も
の
で
、『
復
習
哲
学
史
』
に
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
学
は
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
な
現
実
的
な
事
情
、
お
そ
ら
く
、
最
初
は
、
翻
訳
が
全
面
的
に
な
さ
れ
ず
、
少
し
ず
つ
部
分
的
に
提
供
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
年
印
刷
さ
れ
た
の
は
中
世
哲
学
ま
で
で
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ベ
ル
が
実
際
に
ど
こ
ま
で
講
義
を
終
え
た

か
は
明
確
で
は
な
い
（
東
京
大
学
の
研
究
で
は
、
講
義
題
目
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
翌
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
で
あ
）
56
（
る
）。

そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
ま
で
に
、
古
代
か
ら
中
世
で
一
巻
、
近
代
哲
学
史
が
一
巻
か
ら
な
る
テ
ク
ス
ト
（
前
記
②
）

が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
以
後
は
、
こ
れ
が
ケ
ー
ベ
ル
の
哲
学
史
講
義
の
教
科
書
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も

ケ
ー
ベ
ル
の
学
生
の
も
と
に
は
、
古
代
か
ら
中
世
を
経
由
し
て
近
代
に
至
る
穴
の
な
い
哲
学
史
の
教
科
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ケ
ー
ベ
ル
自
身
が
い
う
、
学
生
た
ち
の
間
の
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
偏
見
が
減
り
、
知
識
が
増
え
た
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
彼
自
身
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
初
め
に

述
べ
た
よ
う
に
、
ケ
ー
ベ
ル
自
身
の
述
懐
で
は
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
中
世
哲
学
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
）
57
（
た
）。
波
多
野
精
）
58
（

一

や
石
原
）
59
（

謙
は
、
そ
う
し
た
努
力
の
数
少
な
い
実
り
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
も
う
一
つ
そ
の
よ
う
な
空
気
の
変

化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
、
宗
教
学
科
が
誕
生
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
）
60
（
か
。

　

こ
う
し
て
機
が
熟
し
た
こ
と
を
感
じ
た
ケ
ー
ベ
ル
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
本
格
的
な
神
学
及
び
中
世
哲
学
の
講
義
に

着
手
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
的
偶
然
と
言
う
べ
き
か
（
あ
る
い
は
、
神
の
摂
理
と
言
う
べ
き
か
）、
こ
の
年
に
、
東
京
帝
大
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哲
学
科
に
入
学
し
た
の
が
岩
下
壮
一
で
あ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
は
、
こ
の
年
と
二
年
後
の
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
の
二
回
に
わ
た
っ

て
、
中
世
哲
学
の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
岩
下
が
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
中
世
哲
学
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
）
61
（

い
。
こ
れ

が
後
に
、
岩
下
に
よ
る
本
格
的
な
中
世
哲
学
研
究
、
特
に
ス
コ
ラ
哲
学
研
究
の
端
緒
を
開
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
続
く
）

註（
1
）　

日
本
の
哲
学
研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
の
先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
船
山
信
一『
明
治
哲
学
史
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五

九
年
）
が
あ
る
。
唯
物
論
哲
学
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
近
代
哲
学
史
を
批
判
的
に
読
み
解
き
、
国
家
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対

立
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
考
察
は
、
本
論
の
問
題
意
識
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
近
年
の
も
の
と
し
て
は
、
中
央
公
論
新
社
の

『
哲
学
の
歴
史
』
別
巻（
二
〇
〇
八
年
）
に
、
藤
田
正
勝
に
よ
る「
日
本
に
お
け
る
哲
学
史
の
受
容
」
が
あ
る
。
た
だ
し
、
主
と
し
て

近
代
哲
学
を
扱
う
も
の
で
、
中
世
哲
学
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
巻
の
清
水
哲
郎「
日
本
に
お
け
る
中
世
哲
学
研
究
」

は
、
清
水
の
個
人
的
回
顧
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
熊
野
純
彦『
日
本
哲
学
小
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九

年
）
に
簡
略
な
叙
述
が
あ
る
。
他
に
、
稲
垣
良
典『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
』（「
人
類
の
知
的
遺
産
」
20
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
。

再
刊
：
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
に
は
、
ト
マ
ス
研
究
を
中
心
と
し
て
、
日
本
の
中
世
研
究
に
つ
い
て
の
簡
単
な
回
顧
が

あ
る
。
山
内
志
朗『
普
遍
論
争　

近
代
の
源
流
と
し
て
の
』（
哲
学
書
房
、
一
九
九
二
年
、
再
刊
：
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇

〇
八
年
）
で
も
、
中
世
哲
学
研
究
の
歴
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
戦
後
の
歴
史
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
日
本
の
中
世
哲
学
研
究
の
始
ま
り
に
つ
い
て
の
証
言
と
し
て
は
、
山
田
晶
（
責
任
編
集
）『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』（
世

界
の
名
著
16
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
）、
同
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
』（
世
界
の
名
著
続
5
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五

年
）
に
、
京
都
大
学
に
お
け
る
中
世
哲
学
研
究
に
つ
い
て
の
山
田
自
身
の
回
顧
が
あ
る
。
ま
た
戦
後
の
中
世
哲
学
会
の
発
足
に
関

わ
っ
た
松
本
正
夫
「
中
世
哲
学
会
の
今
昔
」（『
中
世
思
想
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
『
神
学
及
び
中
古
哲
学
研
究
の
必
要
』
教
学
研
鑽
和
仏
協
会
、
明
治
四
三
年
二
月
刊
（
な
お
、
引
用
に
お
い
て
、

旧
漢
字
・
歴
史
的
仮
名
遣
い
等
は
、
原
則
と
し
て
現
代
の
も
の
に
改
め
た
。
以
下
の
他
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
）。
発
行
者
の
教
学
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研
鑽
和
仏
協
会
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
（
天
主
公
教
）
が
、
古
い
も
の
を
頑
迷
に
守
り
、
進
歩
発
展
の
精
神
が
な
く
、

変
化
の
早
い
社
会
の
趨
勢
に
合
わ
な
い
、
特
に
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
大
き
な
進
歩
を
と
げ
た
実
験
科
学
に
ま
っ
た
く
適
合
し
な
い

と
い
う
誤
解
を
解
き
、「
宗
教
と
科
学
と
は
全
く
相
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
主
に
宗
教
や
科
学

関
係
の
出
版
を
行
う
た
め
に
、
一
九
〇
九(

明
治
四
二)

年
に
日
仏
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同

書
巻
末
の
同
会
の
趣
意
書
参
照
）。
協
会
の
主
宰
者
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
司
祭
で
あ
っ
た

ル
シ
ア
ン
・
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
（Lucien D
rouart de Lézey

、
一
八
四
九-

一
九
三
〇
）
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
（
レ

ゼ
ー
は
、
後
に
神
山
復
生
病
院
の
院
長
と
な
り
、
奇
し
く
も
そ
の
後
任
が
岩
下
壮
一
で
あ
る
）。
フ
ラ
ン
ス
側
の
メ
ン
バ
ー
で
は
、

当
時
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
軍
艦
設
計
技
師
で
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
こ
と
の
あ
る
ル
イ
＝
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
タ
ン

を
筆
頭
に
、
工
学
や
医
学
の
専
門
家
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
側
で
は
、
ケ
ー
ベ
ル
の
ほ
か
に
、
帝
大
教
授
で
薬
学
者

の
長
井
長
義
、
日
清
戦
争
で
旗
艦
「
三
笠
」
の
分
隊
長
と
し
て
名
を
上
げ
た
海
軍
少
佐
山
本
信
次
郎
、
一
高
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
授

杉
田
義
雄
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
著
名
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
山
本
信
次
郎
は
暁
星
学
園
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
弟

三
郎
は
、
暁
星
で
岩
下
壮
一
と
同
級
生
で
、
岩
下
の
洗
礼
の
代
父
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
3
）　

こ
れ
以
前
に
も
、
ケ
ー
ベ
ル
は
着
任
当
初
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
か
ら
の
西
洋
哲
学
史
全
般
の
講
義
を
行
な
い
（
後
述
二
二
二
頁

参
照
）、
ま
た
一
九
〇
一(

明
治
三
四)
年
に
、
中
世
哲
学
一
般
、
一
九
〇
六(

明
治
三
九)

年
に
、
中
世
哲
学
か
ら
カ
ン
ト
ま
で
、

一
九
〇
九(

明
治
四
二)

年
に
も
、
中
世
哲
学
を
扱
う
講
義
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
記
録
が
あ
る
（
笠
松
和
也
「
戦
前
の
東
大
哲
学
科

と
『
哲
学
雑
誌
』（
資
料
集
）」『
東
京
大
学
草
創
期
と
そ
の
周
辺
（
二
〇
一
四-

二
〇
一
八
年
度
多
文
化
交
流
演
習
「
東
京
大
学
草

創
期
の
授
業
再
現
」
報
告
書
）』、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
二
〇
一
九
年
九
月
）、
六
三-

六
五
頁
。
し
か
し
、
こ

の
ケ
ー
ベ
ル
自
身
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
も
の
は
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
4
）　
「
予
は
学
生
が
一
般
に
此
問
題
を
嫌
厭
せ
る
を
発
見
せ
り
、
而
し
て
人
は
嫌
う
所
の
も
の
、
好
ま
ざ
る
所
の
も
の
を
決
し
て
研
究
す

る
能
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
学
生
が
嫌
厭
の
状
は
教
師
を
し
て
麻
痺
せ
し
む
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。」（
ケ
ー
ベ
ル
『
神
学
及
び
中
古

哲
学
の
必
要
』（
前
掲
）、
二
頁
）

（
5
）　

同
一
一-

一
二
頁
参
照
。

（
6
）　
「
次
に
大
部
分
の
学
生
は
基
督
教
の
初
歩
に
だ
も
全
く
通
じ
居
ら
ず
、
而
も
中
古
哲
学
は
徹
頭
徹
尾
基
督
教
に
関
係
す
る
が
故
に
、
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基
督
教
に
反
対
す
る
論
説
に
て
も
基
督
教
神
学
に
就
て
多
少
の
智
識
を
有
せ
ざ
る
者
に
は
全
然
不
可
解
の
も
の
な
れ
ば
な
り
、
是

を
第
二
の
理
由
と
す
。」（
同
二-

三
頁
）

（
7
）　

同
三-

四
頁
参
照
。

（
8
）　

藤
田
正
勝「
日
本
に
お
け
る「
哲
学
」
の
受
容
」『
岩
波
講
座
哲
学
14　

哲
学
史
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
二
五
七
頁
参

照
。

（
9
）　

前
身
の
東
京
開
成
学
校
時
代
か
ら
東
京
大
学
開
設
当
初
に
か
け
て
、
哲
学
関
係
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
た

ち
を
評
し
て
、
三
宅
雄
二
郎
は
、「
神
学
味
が
多
く
て
、
哲
学
味
が
少
く
、
哲
学
に
触
れ
る
と
云
う
程
に
も
触
れ
な
か
っ
た
」
と
回

顧
し
て
い
る
（
三
宅
雄
二
郎
「
明
治
哲
学
界
の
回
顧
附
記
」『
岩
波
講
座
哲
学
』
第
十
一
巻
「
関
係
項
目
」
岩
波
書
店
、
一
九
三
三

年
）。

（
10
）　

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
、
モ
ー
ス
が
東
京
大
学
に
着
任
し
、
進
化
論
を
教
え
は
じ
め
た
こ
と
は
、
よ
う
や
く
宣
教
の
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
平
山
洋
に
よ
る
と
、
進
化
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の

理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
宣
教
師
た
ち
の
間
で
は
「
有
神
進
化
論
」
を
も
っ
て
反
論
し
た
と
い
う
。

平
山
洋
『
大
西
祝
と
そ
の
時
代
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
、
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
11
）　

納
富
信
留
「
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
初
期
―
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
そ
の
影
響
―
」『
東
京
大
学
草
創
期
と
そ
の
周
辺
』（
前
掲
）、
一
五

五-

一
五
六
頁
参
照
。

（
12
）　

A
lbert Schw

egler, G
eschichte der Philosophie im

 U
m

riß. Ein Leitfaden zur U
ebersicht 

（
以
下G

PU

）, Stuttgart: 
Franckh' sche B

uchhandlung, 1848 .　

な
お
邦
訳
は
、
岩
波
文
庫
に
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
『
西
洋
哲
学
史
』
上
・
下
、
谷
川
徹

三
・
松
村
一
人
訳
（
初
版
：
一
九
三
九
年
、
改
版
：
一
九
五
八
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
初
版

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
特
に
中
世
哲
学
に
関
し
て
は
、
大
き
な
異
同
が
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
。

（
13
）　G
eorge H

enry Lew
es, A Biographical H

istory of Philosophy, Seires I, Vol I &
 II, London: G

.C
ox, 1852 .

（
14
）　Francis B

ow
en, M

odern Philosophy, from
 D

ecartes to Schopenhauer and H
artm

ann, N
ew
 York: Scriber, A

rm
strong and 

C
om

pany, 1877 .

（
15
）　

笠
松
和
也
「
戦
前
の
東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）、
一
七-
一
八
頁
、
及
び
五
六
頁
参
照
。
な
お
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
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ー
（
の
英
訳
）
と
ル
イ
ス
の
哲
学
史
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
的
学
問
の
導
入
の
草
分
け
で
あ
る
西
周
が
、
私
塾
「
育

英
舎
」
で
の
講
義
（
こ
れ
は
、
後
に
講
義
録
『
百
学
連
環
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
）
で
用
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

宮
永
孝
「
明
治
・
大
正
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
」『
社
会
志
林
』
第
六
十
一
巻
第
一
号
、
法
政
大
学
社
会
学
部
学
会
、
二
〇
一
四
年
七
月
、

三
一
八
（
七
）-

三
一
七
（
八
）
頁
参
照
。

（
16
）　A

lbert Schw
egler, A H

istory of Philosophy in Epitom
e, translated from

 the original G
erm

an, by Julius H
. Seelye. N

ew
 

York, London: D
. A

ppleton and C
om

pany, 1856 .

（
17
）　G

PU
, 1848 , S.4 . 

な
お
、
邦
訳
は
引
用
者
に
よ
る
（
二
つ
の
岩
波
文
庫
版
は
、
原
著
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
た
め
、
内
容
的
に
異

な
っ
て
い
る
。
後
述
二
二
五
頁
参
照
）。

（
18
）　G

.H
. Lew

es, A Biographical H
istory of Philosophy, Series I, vol.1 , London, 1852 , p.223 .

（
19
）　Ibid., p.224 . 

た
だ
し
、
ル
イ
ス
も
、
一
八
五
七
年
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
部
の
冒
頭
に
「
過
渡
期
：
プ
ロ
ク
ロ
ス
か
ら
ベ

ー
コ
ン
ま
で
」
と
い
う
新
た
な
章
を
設
け
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
に
比
較
的
長
い
記
述
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
ア
ル
ガ
ザ
リ
と
ジ
ョ
ル
ダ

ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ル
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
世
哲
学
の
神
学
的
要
素
か
ら
哲
学
的
要
素
を
分
離
し

て
得
ら
れ
る
三
つ
の
主
要
な
主
題
、
す
な
わ
ち
、
①
普
遍
論
争
、
②
ア
ラ
ビ
ア
経
由
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
、
③
理
性
の
自

立
の
要
求
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
諸
権
威
か
ら
の
脱
却
、
に
沿
っ
た
選
択
で
あ
る
。C

f. G
eorge H

enry Lew
es, The Bio-

graphical H
istory of Philosophy, from

 its O
rigin in G

reece dow
n to the Present D

ay, London, 1857 , p.290 .

（
20
）　

納
富
信
留
「
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
初
期
―
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
そ
の
影
響
―
」（
前
掲
）、
一
四
九
頁
参
照
。

（
21
）　Friedrich U
eberw

eg: G
rundriss der G

eschichte der Philosophie: von Thales bis auf die G
egenw

art, I- III, Leipzig, 1863-
66 .

（
22
）　

井
上
哲
次
郎
『
西
洋
哲
学
史
講
義
』
巻
之
一
（
明
治
一
六
年
四
月
）、「
総
論
」
八-

九
頁
。

（
23
）　

中
世
哲
学
、
特
に「
ス
コ
ラ
哲
学
」
は
長
ら
く「
煩
瑣
哲
学
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
一
版
）（
一
九
七
五
年
）

に
よ
る
と
、「
煩
瑣
哲
学
」
は
、「（
そ
の
議
論
が
あ
ま
り
に
煩
瑣
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
）
ス
コ
ラ
哲
学
を
さ
す
」
と
さ
れ
、
こ
れ
は

長
い
間
、
中
世
哲
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
規
定
し
て
き
た
。
実
際
、
近
年
で
も
、
中
世
哲
学（
研
究
）
の
意
義
の
弁
証
を
試
み
る
際
に
、

克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る（
例
え
ば
、
稲
垣
良
典『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
』（
前
掲
）、
三
二
頁
、
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山
内
志
『
普
遍
論
争　

近
代
の
源
流
と
し
て
の
』（
前
掲
）、
八
頁
な
ど
）。
井
上
哲
次
郎
は
、
彼
が
編
纂
し
た
日
本
最
初
の
哲
学

辞
典
『
哲
学
字
彙
』（
一
八
八
一(

明
治
一
四)

年
）
の
中
で
、scholasticism

に
「
煩
瑣
理
学
」
の
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
当
時
、

「
理
学
」
はphilosophy

の
訳
語
と
し
て
「
哲
学
」
と
併
用
さ
れ
て
い
た
（
藤
田
正
勝
「
日
本
に
お
け
る
「
哲
学
」
の
受
容
」（
前
掲
）、

二
五
九-

二
六
一
頁
参
照
）。「
煩
瑣
」
と
い
う
語
自
体
、
明
治
時
代
の
造
語
で
『
哲
学
字
彙
』
が
最
初
の
用
例
と
さ
れ
る
（
高
野

繁
男
「『
哲
学
字
彙
』
の
和
製
漢
語
―
そ
の
語
基
の
生
成
法
・
造
語
法
―
」『
人
文
学
研
究
所
報
』
第
三
七
号
、
神
奈
川
大
学
人
文

学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
九
五
頁
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、scholasticism

を
「
煩
瑣
哲
学
」（「
煩
瑣
理
学
」）
と
規
定
し
た

の
も
、
井
上
、
な
い
し
そ
の
周
辺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
井
上
が
、
ス
コ
ラ
哲
学
を
「
煩
瑣
」、
す
な
わ
ち

「
瑣
末
で
煩
わ
し
い
」
と
規
定
し
た
の
か
、
ま
た
規
定
し
得
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

（
24
）　

有
賀
長
雄
『
西
洋
哲
学
講
義
』
巻
之
六
（
明
治
一
八
年
一
月
）、「
煩
瑣
哲
学
ノ
由
来
」
四
〇
頁
。

（
25
）　

有
賀
に
よ
る
（
お
そ
ら
く
は
井
上
の
ノ
ー
ト
に
依
拠
す
る
）
中
世
哲
学
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
ル
イ
ス
や
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
に

よ
る
否
定
的
な
評
価
を
引
き
継
い
で
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
ル
イ
ス
や
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
に
は
な
い
具
体
的
な
記
述
を

与
え
て
お
り
、
そ
の
点
で
ユ
ー
ベ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
に
関
す
る
記
述
は
、U

e-
berw

eg, G
rundriss der G

eschichte der Philosophie: von Thales bis auf die G
egenw

art

（
前
掲
）
の
一
〇
三-

四
頁
、
唯
名
論

者
の
ロ
ス
ケ
リ
ヌ
ス
の
三
位
一
体
論
の
説
明
は
同
書
一
一
八
頁
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
神
の
存
在
証
明
と
贖
罪
論
は
同
書
一
二
三-

五
頁
に
依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
「
煩
瑣
学
派
中
最
も
上
世
に
出
で
た
る
学
者
に
し
て
挙
げ
て
論
ず
る
に
足
る
者
は
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
タ
ス
氏
な
り
と
す
、
又
エ
リ
ジ

ナ
氏
と
称
す
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
な
れ
ど
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
於
て
養
育
を
受
け
、
学
就
る
に
及
て
王
チ
ャ
レ
ス
・
セ
ボ
ー
ド

の
聘
請
に
応
じ
て
フ
ラ
ン
ス
に
移
住
し
た
り(Johannes Scotus oder Erigena, der frü heste nam

hafte Philosoph der scholast-
ischen Zeit, von schottischer N

ationalitä t, aber w
ahrscheinlich in Irland geboren und erzogen, durch K

arl den K
ahlen 

nach Frankreich berufen

）、
氏
は
真
誠
の
哲
学
を
以
て
真
誠
の
教
法
と
同
一
な
り
と
為
し
た
り(D

ie w
ahre Philosophie gilt ihm

 
als identisch m

it der w
ahren R

eligion. )

」「
神
は
無
上
の
原
一
な
り
、
一
に
し
て
而
も
多
な
る
者
な
り
、
其
一
な
る
よ
り
転
展
し

て
多
と
な
る
は
神
に
数
個
の
善
徳
あ
る
所
以
な
り
と
（G

ott ist ihm
 die oberste Einheit , einfach und doch auch m

an-
nigfach; der H

ervorgang aus ihm
 ist die V

ervielfältigung der göttlichen G
üte

）」
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（
26
）　
「
推
論
の
体
裁
は
極
め
て
精
緻
な
る
に
相
違
な
き
も
、
却
て
形
式
に
拘
泥
す
る
過
大
に
し
て
、
事
理
に
実
着
な
ら
ざ
る
に
似
た
り
。」

有
賀
長
雄
『
西
洋
哲
学
講
義
』
巻
之
六
（
前
掲
）、
四
九
頁
。

（
27
）　
「
凡
そ
泰
西
の
教
法
上
の
事
は
本
邦
人
に
解
し
難
き
も
多
け
れ
ば
、
余
は
他
日
に
譲
り
て
姑
く
筆
を
擱
く
と
云
う
爾
。」
同
五
〇
頁
。

（
28
）　

井
上
円
了
『
哲
学
要
領
』
哲
学
書
院
、
明
治
一
九
年
（
翻
刻
は
、
井
上
円
了
「
哲
学
要
領
」『
井
上
円
了
選
集
』
１
、
一
九
八
七
年

一
〇
月
、
東
洋
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
に
よ
る
）。

（
29
）　
「
中
世
封
建
制
度
の
人
知
を
圧
束
し
、
ヤ
ソ
教
の
人
心
を
固
結
す
る
の
は
な
は
だ
し
き
、
こ
れ
を
し
て
久
し
く
長
育
せ
ざ
ら
し
む
、

あ
に
慨
せ
ざ
る
を
得
ん
や
。
史
を
読
み
て
こ
こ
に
至
る
も
の
未
だ
か
つ
て
喟
然
と
し
て
嘆
せ
ざ
る
は
な
し
。」（
同
第
五
段
「
西
洋

哲
学
」
第
二
十
節
「
史
論
」
三
〇-

三
一
頁
）。「
ギ
リ
シ
ア
哲
学
は
ロ
ー
マ
に
入
り
て
大
い
に
衰
退
し
、
中
古
蛮
民
の
欧
州
を
躁

踊
す
る
に
当
た
り
て
は
文
教
ほ
と
ん
ど
全
く
地
を
払
う
、
い
わ
ゆ
る
暗
世
な
る
も
の
こ
れ
な
り
。
そ
の
際
ヤ
ソ
教
の
よ
う
や
く
人

心
に
入
り
封
建
制
の
大
い
に
世
間
に
行
わ
る
る
あ
り
て
、
ま
す
ま
す
思
想
の
進
路
を
妨
塞
す
る
に
至
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
哲
学
の

そ
の
光
を
世
間
に
現
ぜ
ざ
る
こ
と
、
お
よ
そ
一
千
余
年
の
久
し
き
に
及
べ
り
。」（
同
第
九
段
「
近
世
哲
学
第
一
総
論
」
第
三
十
八

節
「
起
源
」
七
四
頁
）

（
30
）　

三
宅
雄
二
郎
『
哲
学
涓
滴
』
文
海
堂
、
明
治
二
二
年
。

（
31
）　
「
中
世
哲
学
は
哲
学
を
以
て
宗
教
の
附
属
と
為
せ
る
者
に
し
て
、
時
期
を
分
て
ば
、
第
一
期
は
、
ス
コ
ト
ス
・
エ
リ
ゲ
ナ
よ
り
ア
マ

ル
リ
ッ
ク
に
至
り
、
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
論
理
学
及
び
新
プ
ラ
ト
ー
学
派
の
説
議
を
基
督
教
の
主
意
に
順
応
せ
し
め
ん
と
し
、
第

二
期
は
、
ハ
ー
レ
ス
の
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
よ
り
文
学
の
再
興
に
至
り
、
前
期
の
教
義
を
一
層
拡
張
し
、
宗
門
の
意
見
を
し
て
毫
も

動
揺
す
る
能
わ
ざ
ら
し
め
た
る
な
り
。
近
世
哲
学
は
哲
学
が
宗
教
の
覇
絆
を
脱
せ
ん
と
せ
し
よ
り
起
れ
る
者
に
し
て
…
…
」（
同
第

一
部
「
緒
論
」
第
五
章
「
西
洋
哲
学
の
変
遷
を
通
覧
し
来
る
」
四
五-

四
六
頁
）

（
32
）　
「
教
育
勅
語
」
が
発
布
さ
れ
た
翌
年
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
月
、
第
一
高
等
中
学
校
で
行
わ
れ
た
勅
語
の
奉
読
式
の
折
、
同

校
の
嘱
託
教
員
で
あ
っ
た
内
村
鑑
三
が
、
勅
語
（
に
記
さ
れ
た
天
皇
の
御
名
）
に
対
し
て
、
最
敬
礼
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
、

他
の
教
員
や
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
排
撃
さ
れ
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
事
件
。

（
33
）　

口
火
を
切
っ
た
井
上
の
論
評
は
、『
教
育
時
論
』
第
一
七
二
号
（
明
治
二
五
年
一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
論
争
は
早
く

も
、
関
皐
作
編
『
井
上
博
士
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
』
哲
学
書
院
、
明
治
二
六
年
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
リ
プ
リ
ン
ト
が
、
み
す
ず
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書
房
か
ら
一
九
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

（
34
）　

井
上
哲
次
郎
『
教
育
と
宗
教
の
衝
突
』
敬
業
社
、
明
治
二
六
年
。

（
35
）　

谷
本
富
「
耶
蘇
教
駁
議
」（
一
〜
五
）『
哲
学
雑
誌
』
第
八
巻
第
七
九
号
（
明
治
二
六
年
）
〜
第
八
巻
第
八
四
号
（
明
治
二
七
年
）

（
第
八
三
号
を
除
く
全
五
回
）、（
著
者
名
な
し
）「
耶
蘇
教
公
認
可
否
論
」『
哲
学
雑
誌
』
第
一
四
巻
第
一
四
七
号
（
明
治
三
二
年
）

な
ど
。

（
36
）　

笠
松
和
也
「
戦
前
の
東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）
一
八-

一
九
頁
。

（
37
）　

平
山
洋
『
大
西
祝
と
そ
の
時
代
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
、
八
九
頁
。

（
38
）　

大
西
祝
『
西
洋
哲
学
史
』
上
・
下
（『
大
西
博
士
全
集
』
第
三
・
四
巻
）、
警
醒
社
、
明
治
三
六-

三
七
年
（
再
刊
：『
大
西
祝
全

集
』
第
三
巻
・
第
四
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）。
こ
れ
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
春
か
ら
一
八
九
七
（
明

治
三
〇
）
年
冬
に
か
け
て
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
講
義
の
遺
稿
に
基
づ
い
て
、
大
西
の
死
後
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
39
）　

同
第
二
十
三
章
「
ス
コ
ラ
哲
学
総
論
」〔
四
〕『
大
西
博
士
全
集
』
第
三
巻
三
九
一-

三
九
二
頁
。

（
40
）　

小
坂
国
継
『
明
治
哲
学
の
研
究
―
西
周
と
大
西
祝
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
一
六
八-

一
六
九
頁
、
笠
松
和
也
「
戦
前
の

東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）
七
九
頁
、
参
照
。

（
41
）　

た
と
え
ば
、
熊
野
純
彦『
日
本
哲
学
小
史
』（
前
掲
）
二
六
頁
、
笠
松
和
也「
戦
前
の
東
大
哲
学
科
と『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）
二
一
頁
、

参
照
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
現
代
語
訳
の
推
奨
を
求
め
た
西
田
幾
多
郎
に
、「
古
典
語
を
知
ら
ず
し
て
西
洋
哲
学
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
考
の
軽
佻
な
る
こ
と
」
を
説
き
、“You m

ust read Latin at least” 

と
言
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

（
西
田
幾
多
郎
「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
の
追
懐
」『
思
想　

ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
号
』
大
正
一
二
年
八
月
号
、
岩
波
書
店
、
三
三
頁
）。

（
42
）　

着
任
直
後
の
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
秋
冬
学
期
の
「
哲
学
入
門
」
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
講
義
録
の
一
部
を
翻

訳
し
た
も
の
と
し
て
、『
哲
学
要
領
』（
南
江
堂
、
明
治
三
〇
年
）
が
残
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
哲
学
の
概
念
、
分
類
、
方
法
、
系

統
に
分
け
て
体
系
的
に
論
じ
る
も
の
で
、
中
世
哲
学
で
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
な
ど
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
講
義
の
最
後
に
は
、
神
の
存
在
証
明
（
本
体
論
的
証
明
、
宇
宙
論
的
証
明
、
目
的
論
的
証
明
、
倫
理
的
神
学
的
証
明
）
も

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
43
）　Lectures on H

istory of Philosophy, 2 vols., Tokyo, 1894 , pp.1-2 . 
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（
44
）　

こ
れ
以
外
に
、
ケ
ー
ベ
ル
の
講
義
録
と
し
て
、
以
下
の
二
種
類
が
あ
る
。

　

Lectures on Aesthetics and H
istory of Arts, Tokyo, 1894 .

（
美
学
・
美
術
史
概
論
）

　
An Introduction to philosophy, Tokyo, 1895 .

（
哲
学
概
論
）

　

こ
れ
ら
の
講
義
録
に
つ
い
て
は
、「
学
生
諸
君
が
先
生
か
ら
原
稿
を
借
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金
を
出
し
合
っ
て
、
た
し
か
秀
英
舎
で
印

刷
さ
せ
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
初
か
ら
一
冊
の
書
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
講
義
の
進
む
に
つ
れ
て
十
六
頁
ず
つ
印
刷
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
先
生
は
誤
植
の
多
い
の
は
困
る
と
言
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
ご
自
身
で
校
正
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
た
し
か
哲
学
概
論
と
美
学
と
、
こ
の
二
つ
が
右
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
証
言
が
あ
る（
長
谷
川

誠
也「
来
朝
当
時
の
ケ
ー
ベ
ル
先
生
」『
思
想　

ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
号
』（
前
掲
）
五
二
頁
）
長
谷
川
が
こ
こ
で
証
言
し
て
い
る
よ

う
な
事
情
は
、
哲
学
史
の
講
義
録
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

（
45
）　G

PU
, 14 te A

ufl age, durchgelesen und ergä nzt von D
r. R

. K
oeber, Stuttgart: C

onradi, 1887 . 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

グ
ラ
ー
哲
学
史
の
第
十
四
版
は
、
森
鷗
外
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
入
手
し
て
、
読
み
、
多
く
の
書
き
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
鷗
外
蔵
書
の
原
本
は
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
（「
鷗
外
文
庫
」）、
ま
た
書
き
込
み
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
図
書
館
「
鴎
外
文
庫
書
入
本
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）。
ま
た
、
同
書
へ
の
書

き
込
み
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ュ
ル
ン
ケ
ー
ス
、
和
泉
雅
人
、
村
松
真
理
、
松
村
友
視
「
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
『
西
洋
哲

学
史
』
へ
の
森
鷗
外
自
筆
書
き
込
み
―
翻
刻
お
よ
び
翻
訳
―
」（『
藝
文
研
究
』V

ol.86

、
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
、
二
〇
〇
四

年
六
月
）
が
あ
る
。

（
46
）　R

aphael von K
oeber, Repetitorium

 der G
eschichte der Philosophie, Stuttgart: Franckh' sche Verlagshandlung,1890 .　

 

ち
な

み
に
、
ケ
ー
ベ
ル
の
『
復
習
哲
学
史
』
も
森
鷗
外
の
蔵
書
に
含
ま
れ
て
お
り
、
原
本
が
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
ち
ら
に
も
森
鷗
外
の
数
多
く
の
書
き
込
み
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
記
の
「
鴎
外
文
庫
書
入
本
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
望
み
た
い
。

（
47
）　G

PU
, 11 te A

ufl age, ergä nzt durch eine D
arstellung der Schopenhauer’schen Lehre von D

r. R
. K

oeber, Stuttgart: C
onradi, 

1882

（
48
）　

博
士
論
文
の
一
部
を
印
刷
し
た
も
の
が
、R

aphel von K
oeber, Schopenhauers Erlösungslehre, Leipzig: H

aacke, n.d.

で
あ
る
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と
さ
れ
る
。
久
保
勉「
ケ
ー
ベ
ル
博
士
略
伝
」『
思
想　

ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
号
』（
前
掲
）
三
頁
参
照
。

（
49
）　R

aphel von K
oeber, D

as philosophische System
 Eduard von H

artm
anns, B

reslau: K
oebner, 1884 .

（
50
）　

一
つ
の
外
的
な
つ
な
が
り
と
し
て
、
両
者
と
も
同
じ
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

（
51
）　G

PU
, 15 te A

ufl age, durchgelesen und ergä nzt von D
r. R

. K
oeber, Stuttgart: C

onradi, 1891 .

（
52
）　G

PU
, 16 te A

ufl age, nach der von R
. K

oeber bearbeiteten 15 . A
ufl age revidiert, Stuttgart: From

m
ann, 1905 .

（
53
）　

戦
後
出
版
さ
れ
た
第
十
七
版
（G

PU
, 17te A

ufl age. D
urchgesehen und ergänzt von H

erm
ann G

lockner, Stutt-
gart: From

m
ann, 1950.

）
で
も
、
中
世
哲
学
の
部
分
は
、
第
十
六
版
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
54
）　G

PU
, N

eue A
usgabe, durchgesehen und ergä nzt von Jakob Stern (R

eclam
s U

niversal- B
ibliothek. B

and 2541/2545 ), 
Leipzig: R

eclam
, o. J. um

 1900 .　

ち
な
み
に
、
戦
後
の
一
九
五
八
年
に
出
版
さ
れ
た
岩
波
文
庫
の
改
訂
版
は
、
原
著
第
九
版

（G
PU

, 9te A
ufl age: Stuttgart: C

onradi, 1876.

）
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
（
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
『
西
洋
哲
学
史
』
上
、

谷
川
徹
三
、
松
村
和
人
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、「
訳
者
序
」
五-

九
頁
）
が
、
哲
学
史
の
三
区
分
な
ど
、
レ
ク
ラ
ム
版
の

記
述
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
55
）　

す
な
わ
ち
、
中
世
哲
学
に
つ
い
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
的
中
世
の
哲
学
は
、
哲
学
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
既
成
宗
教
の
諸
前
提
の
範
囲
内

で
の
哲
学
的
思
惟
あ
る
い
は
反
省
で
あ
っ
て
、
哲
学
的
神
学
な
の
で
あ
る
が
、
近
世
哲
学
の
多
く
の
体
系
に
根
本
的
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
か
ら
、
全
く
顧
み
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
し
、
以
下
の
内
容
は
、
基
本
的
に
は
、
古
代
哲
学
と
近
世

哲
学
と
に
二
分
さ
れ
る
が
、「
そ
の
間
に
中
世
の
哲
学
が
簡
単
に
さ
し
は
さ
ま
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
邦
訳
は
、
レ
ク
ラ
ム
版
を
底

本
と
す
る
一
九
三
九
年
の
岩
波
文
庫
版
に
よ
る
。
た
だ
し
、
漢
字
仮
名
の
表
記
は
現
代
の
も
の
に
改
め
た
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、

一
九
五
八
年
版
で
も
同
じ
）。
中
世
哲
学
の
記
述
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
の
中
世
哲
学
の
記
述
の
中
に
、
十
名
ほ
ど
の
哲
学
者
に

つ
い
て
の
記
述
を
挟
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
56
）　

笠
松
和
也
「
戦
前
の
東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）、
一
九
頁
。

（
57
）　

二
一
〇
頁
、
及
び
注
3
参
照
。

（
58
）　

波
多
野
精
一
の
追
憶
で
は
、
彼
が
教
え
を
受
け
た
頃
の
ケ
ー
ベ
ル
は
、
特
に
ギ
リ
シ
ア
教
父
を
重
ん
じ
て
い
た
と
い
う
（
波
多
野

精
一
「
追
懐
」『
思
想　

ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
号
』
一
五
頁
）。
波
多
野
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ベ
ル
の
強
い
感
化
受
け
た
と
い
う
和
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辻
哲
郎
の
評
が
あ
る
（
和
辻
哲
郎
「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
」『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
二
六
頁
参
照

（
初
出
、
和
辻
哲
郎
『
ケ
ー
ベ
ル
先
生
』
弘
文
堂
、
一
九
四
八
年
））。
波
多
野
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
度
か
ら
七
年
間
、
宗

教
学
の
講
師
を
務
め
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
を
講
じ
た
。
ま
た
ケ
ー
ベ
ル
の
退
職
後
、
一
九
一
四
（
大
正
四
）
年
か
ら
、
哲
学

科
で
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
や
中
世
哲
学
を
教
え
た
（
笠
松
和
也
「
戦
前
の
東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）
二
〇
頁
参
照
）。

そ
の
後
、
一
九
一
七
（
大
正
七
）
年
に
は
京
都
帝
国
大
学
の
宗
教
学
講
座
の
教
授
と
し
て
、
着
任
す
る
。
た
だ
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
者
で
も
あ
っ
た
波
多
野
の
関
心
の
中
心
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
や
教
父
哲
学
で
あ
り
、
ス
コ
ラ
哲
学
に
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
の
『
哲
学
史
要
』（
大
日
本
図
書
、
明
治
三
四
年
）
で
は
、
ス
コ
ラ
哲
学
に
お
い
て
は
「
何

を
信
ず
べ
き
か
、
即
ち
何
が
真
な
る
か
は
既
に
教
会
の
教
義
の
定
む
る
所
也
。
さ
れ
ば
哲
学
に
し
て
若
真
理
の
探
究
を
意
味
す
る

な
ら
ば
ス
コ
ラ
哲
学
は
哲
学
に
非
ず
、
其
の
職
分
は
む
し
ろ
幾
多
の
教
義
を
互
い
に
矛
盾
せ
ざ
る
よ
う
調
和
し
、
其
等
が
何
故
に

真
理
な
る
か
を
証
明
す
る
に
在
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
さ
れ
ば
ス
コ
ラ
哲
学
は
哲
学
と
し
て
独
立
の
位
置
を
有
す
る
も
の
に
非

ず
し
て
唯
教
会
の
信
仰
の
為
め
に
其
の
合
理
的
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
也
。
換
言
す
れ
ば
ス
コ
ラ
哲
学
は
教
会
に
対

し
て
恰
も
奉
公
人
の
位
置
に
立
つ
も
の
な
り
、
即
ち
「
神
学
の
婢
」
な
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
一
四
〇-

一
四
一
頁
）。
な
お
、

同
書
の
執
筆
に
当
た
り
参
照
し
た
哲
学
史
書
と
し
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ツ
ェ
ラ
ー
、
エ
ル
ド
マ
ン
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、

フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
、
ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
ユ
ー
ベ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
、
ラ
ン
ゲ
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
、
中
島
（
力
造
）、
大
西

（
祝
）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
序
）。

（
59
）　

石
原
謙
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
入
学
、
翌
年
に
、
哲
学
科
に
転
じ
た
。
学
部
時

代
か
ら
、
信
仰
、
学
問
の
両
面
で
波
多
野
精
一
の
指
導
を
受
け
た
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
大
学
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
む
。

一
九
一
二(

明
治
四
五)

年
に
大
学
院
に
論
文
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
の
哲
学
」
を
提
出
し
た
が
、
す
ぐ
に
学
位
は

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
早
稲
田
大
学
講
師
に
な
り
、
翌
年
か
ら
帝
大
哲
学
科
の
講
師
を
つ
と
め
、
い

ず
れ
も
古
代
・
中
世
哲
学
史
を
教
え
た
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
よ
う
や
く
論
文
が
認
め
ら
れ
て
文
学
博
士
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
教
授
に
就
任
す
る
が
、
す
ぐ
に
ド
イ
ツ
に
留
学
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
は
関
東

大
震
災
の
報
を
受
け
て
帰
国
。
秋
学
期
の
み
講
義
を
し
た
が
、
翌
年
に
は
、
東
北
帝
国
大
学
に
転
任
し
て
い
る
（
笠
松
和
也
「
戦

前
の
東
大
哲
学
科
と
『
哲
学
雑
誌
』」（
前
掲
）、
七
五
頁
）。
石
原
は
戦
後
設
立
さ
れ
た
中
世
哲
学
会
の
初
代
委
員
長
と
な
っ
た
。



237

中世哲学研究事始め⑴　～ケーベルの「西洋哲学史」～

石
原
の
場
合
も
そ
の
主
な
研
究
対
象
は
、
聖
書
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
、
教
父
哲
学
と
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
ル
タ
ー
で
あ
っ
た
。

（
60
）　

た
だ
し
、
宗
教
学
科
は
、
い
わ
ゆ
るR

eligionsw
issenschaft

の
流
れ
を
汲
み
、
最
初
の
教
授
を
務
め
た
姉
崎
正
治
は
、
神
学
や
教

義
学
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
、
当
初
か
ら
明
言
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
髙
橋
原
「
東
京
大
学
宗
教
学
科
の
歴
史
―
戦
前

を
中
心
に
―
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
七
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
六
頁
参
照
。

　
　
　
　

そ
れ
以
外
で
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年 

に
、
法
貴
慶
次
郎
『
中
世
哲
学
史
綱
』（
金
港
堂
）
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま

と
ま
っ
た
中
世
哲
学
史
の
単
著
と
し
て
は
最
も
早
い
も
の
と
さ
れ
る
（
船
山
信
一
『
明
治
哲
学
史
研
究
』（
前
掲
）
一
二
頁
参
照
）。

著
者
は
、
高
等
師
範
学
校
や
京
師
大
学
堂
（
北
京
大
学
の
前
身
）
な
ど
で
教
え
た
人
物
で
、
漢
学
や
儒
学
関
係
の
著
作
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
こ
の
中
世
哲
学
史
の
成
立
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
識
者
の
教
え
を
乞
い
た
い
。

（
61
）　

岩
下
の
ノ
ー
ト
に
は
、
ケ
ー
ベ
ル
の
中
世
哲
学
に
つ
い
て
の
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。
小
林
珍

雄
『
岩
下
神
父
の
生
涯
』（『
岩
下
壮
一
全
集
』
別
冊
）
中
央
出
版
社
、
一
九
六
一
年
、
二
二-

二
三
頁
参
照
。
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